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区
税
は
ま
ち
づ
く
り
の
財
源
で
す

特
別
区
税
m一
億
円
は
、
区
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
よ
う
、
教
育
や
福
祉
な
ど
身
近
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た

め
の
大
切
な
自
主
財
源
で
す
。

し
か
し
、
1
3年
度
決
算
時
で
4
8億
円
も
の
税
金
が
滞
納
さ
れ

て
い
ま
す
。
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
も
、
税
金

は
期
限
内
に
き
ち
ん
と
納
め
ま
し
ょ
う
。
問
先
=
納
税
課

税
金
は
こ
ん
な
こ
と

に
使
わ
れ
て

い
ま
す

道
路
や
公
園
の
整
備
、
ご
み
の
収

集
、
放
置
自
転
車
の
撤
去
、
健
康
診

断
な
ど
皆
さ
ん
が
健
康
で
快
適
な
生

活
を
送
る
た
め
に
役
立
て
ら
れ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
そ
の
一
方
で
滞
納
し
て
い

る
税
金
を
徴
収
す
る
の
に
も
貴
重
な

税
金
が
使
わ
れ
ま
す
。
滞
納
を
な
く

す
こ
と
で
、
多
く
の
経
費
が
削
減
さ

れ
、
ほ
か
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
充
実

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
普
通
徴
収
の
納
期
限
】

6
月
・
8
月
・
1
0月
・
1
月
の
末
日

納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う

口
座

振

替

を

利

用

し
ま
し
ょ
う

特
別
区
民
税
・
都
民
税
(
普
通
徴

収
分
)
の
支
払
い
は
、
便
利
な
口
座

振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
問
先
=

収
納
係

(
3
8
8
0
)
5
2
3
8

徴
収
強
化
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す

期
限
内
に
納
付
さ
れ
な
い
場
合
、

督
促
状
を
送
付
し
ま
す
。
ま
た
、
電

話
や
文
書
に
よ
る
催
告
を
す
る
ほ

か
、
納
税
し
た
方
と
の
公
平
性
を
保

つ
た
め
、
次
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

し
て
い
ま
す
。

訪
問
徴
収

直
接
滞
納
者
宅
を
訪
問
し
、
納
税

の
催
促
を
行
い
ま
す
。

夜
間
電
話
催
告

日
中
不
在
の
方
に
、
電
話
に
よ
る

催
告
を
行
い
ま
す
。

休
日
訪
問
徴
収
・
電
話
催
告

平
日
不
在
の
方
に
、
日
曜
日
に
直

接
訪
問
し
た
り
、
電
話
に
よ
る
催
告

を
行
い
ま
す
。

財
産
の
差
押

納
付
意
志
の
な
い
滞
納
者
に
対
し

て
は
、
預
金
や
不
動
産
な
ど
の
財
産

を
差
し
押
さ
え
ま
す
。

公

売

財
産
を
差
し
押
さ
え
て
も
完
納
に

な
ら
な
い
場
合
に
は
、
電
話
加
入
権

や
不
動
産
の
公
売
を
行
い
、
売
っ
た

お
金
を
滞
納
し
て
い
る
税
金
に
充
当

し
ま
す
。

新
た
な

取
り
組
み

徴
収
嘱
託
員

国
民
健
康
保
険
料
の
徴
収
と
同
様

に
、
区
民
税
で
も
導
入
し
ま
し
た
。

滞
納
者
宅
を
訪
問
し
、
区
民
税
の
ほ

か
、
国
民
健
康
保
険
料
や
介
護
保
険

料
の
催
促
や
集
金
を
合
わ
せ
て
行
い

ま
す
。

自
動
電
話
催
告
シ
ス
テ
ム

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
次
々
と
電
話
を

か
け
、
相
手
が
出
た
場
合
に
は
オ
ペ

レ
ー
タ
に
つ
な
が
る
催
告
シ
ス
テ
ム

で
す
。こ
れ
に
よ
り
、区
民
税
を
滞
納

し
て
い
る
区
民
の
方
に
漏
れ
な
く
お

知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

納
税
に
困
っ
た
ら

病
気
や
失
業
な
ど
に
よ
り
納
付
が

困
難
に
な
っ
た
と
き
は
、
す
ぐ
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

休
日
納
税
相
談

平
日
来
庁
で
き

な
い
方
の
た
め

に
、
年
5
回
行
っ

て
い
ま
す
。
次
回

は
、
1
2月
1
5日
回

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
問
先
=
納
税
第
・
1
二
係

(
3
8
8
0
)
5
2
3
6
～
7

税
が
決
ま
る
仕
組
み
や
税
が
ち

効
に
使
わ
れ
て
い
る
か
を
、
わ
か

り
や
す
い
ビ
デ
オ
を
見
て
一
緒
に

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

ル
ッ
ク
i
nあ
だ
ち

No.
87

「
と
も
に
考
え
る
『
税
』」

※
区
政
情
報
室
・
区
内
図
書
館
で

貸
し
出
し
中

問
先
=
広
報
係

(
3
8
8
0
)
5
8
1
5

今号の主な内容
2
・
3
面
▽
保
健
福
祉
ガ
イ
ド
/
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー

4
・
5
面
▽
区
制
7
0周
年
記
念
事
業
「
光
の
祭
典
」
/
首

都
高
速
中
央
環
状
線
/
エ
イ
ズ
予
防
/
進
め

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス

6
・
7
面
▽
く
ら
し
の
情
報
/
催
し
物
ガ
イ
ド
/
掲
示
板
/

ひ
ろ
ば

8
面
▽
▽
▽
用
途
地
域
等
の
見
直
し
/
ス
ケ
ッ
チ
あ
だ
ち

区長へのファクス
FAX3880- 5678
回答しますので、氏名・
連絡先を記入して
ください

税
に
関
す
る
作
文
展

足
立
・
西
新
井
納
税
貯
蓄
組
合

連
合
会
が
税
に
関
す
る
作
文
を
募

集
し
ま
し
た
。

昨
年
度
の
足
立
区
長
賞
を
受
賞

し
た
第
十
二
中
学
校
の
秋
沢
知
香

さ
ん
は
、
作
文
の
中
で
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
ま
す
。

「
公
立
中
学
校
の
生
徒
1
人
当

た
り
の
年
間
教
育
費
の
S
万
8
千

円
と
い
う
の
に
も
と
て
も
驚
い

た
。
(中
略
)
当
た
り
前
に
も
ら
え

る
と
思
っ
て
い
た
教
科
書
や
み
ん

な
と
共
通
に
使
う
図
書
室
の
本
、

体
育
用
具
な
ど
全
部
、
税
金
が
使

わ
れ
て
い
る
。
も
し
、
そ
れ
を
壊

し
て
し
ま
っ
た
ら
税
金
を
使
い
新

し
い
も
の
を
購
入
し
た
り
、
修
理

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
そ
の
税

金
に
は
、
ほ
ん
の
少
し
だ
け
ど
私

達
の
お
小
遣
い
か
ら
買
い
物
を
す

る
時
払
う
消
費
税
も
含
ま
れ
て
い

る
。
そ
ん
な
事
も
忘
れ
ず
に
生
活

し
た
い
。
」

こ
の
よ
う
に
、
区
内
の
中
学
生

が
税
の
大
切
さ
を
考
え
る
機
会
と

し
て
、
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。

1
4年
度
応
募
作
品
の
中
か
ら
優

秀
な
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

日

時
=
1
2月
9
日
～
1
3日

場
所
=

区
役
所
I
階
区
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

問
先
=
納
税
管
理
係

(
3
8
8
0
)
5
8
5
0

優
秀
作
品
(
敬
称
略
)

☆
足
立
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会

杉
森
樹
里
(
青
井
中
)
/
小
池
瑞

穂
(
第
二
中
)
/
梅
津
千
晶
(
第
十

一
中
)
/
戸
邉
夏
生
(
第
十
一
中
)
/

波
多
野
孝
明
(
第
十
一
中
)
/

須
藤
千
紘
(
第
十
二
中
)
/
河
相

亜
耶
(
第
十
五
中
)
/
小
林
せ
り

(淵
江
中
)
/

妹
尾
惰
香
(
六
月

中
)
/

瀧
川
か
お
り
(
六
月
中
)

☆
西
新
井
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会

齊
藤
翠
(
伊
興
中
)
/

齊
藤
瞳
(

伊
興
中
)
/

清
水
秋
生
(
江
北

中
)
/
清
水
絢
子
(
第
四
中
)
/

末
廣
裕
香
(
第
四
中
)
/
梨
木
さ

お
り
(
第
四
中
)
/

伊
藤
優
希
(

第
五
中
)
/

田
中
幸
(
第
六

中
)
/
磯
山
奈
美
(
第
十
四
中
)
/

田
山
良
平
(
第
十
四
中
)

葦

立
ち

「
心
に
灯
し
て
」

早
い
も
の
で
、
今
年
も
あ
と
ひ
と

月
あ
ま
り
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
季

節
各
ご
家
庭
で
は
、
暮
れ
か
ら
新
年

に
向
け
て
の
準
備
に
忙
し
い
こ
と
と

思
い
ま
す
。

年
末
に
な
る
と
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン

グ
が
流
れ
、
歳
末
セ
ー
ル
を
呼
び
か

け
る
声
、
ま
た
声
・
…

こ
う
し
た
光

景
は
ま
ち
を
活
気
づ
か
せ
、
人
々
を

明
る
く
し
て
く
れ
る
も
の
で
す
。

今
年
は
区
制
7
0周
年
と
い
う
こ
と

も
あ
っ
て
、
春
先
か
ら
様
々
な
イ
ベ

ン
ト
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
ど
の
事

業
も
、
区
民
の
皆
さ
ん
の
活
気
と
熱

意
の
も
と
で
大
き
な
成
果
を
上
げ
て

き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
今
年
最
後
を

締
め
く
く
る
催
し
と
し
て
、
1
9一月
1
3

日
か
ら
2
5日
ま
で
「
光
の
祭
典
」
が

行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
期
間
中
、
竹
ノ
塚
駅
か
ら
元

渕
江
公
園
ま
で
の
街
路
樹
は
、
光
輝

く
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
彩
ら
れ
ま

す
。
き
っ
と
足
立
の
新
し
い
ス
ポ
ッ

ト
と
し
て
多
く
の
方
の
出
会
い
の
場

と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

1
3日
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
皮
切
り

に
、
2
2日
に
は
仮
装
サ
ン
タ
パ
レ
ー

ド
が
行
わ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
思
い
思
い

の
サ
ン
タ
に
変
身
し
て
パ
レ
ー
ド
に

参
加
し
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

ま
た
、
も
う
一
つ
の
光
の
祭
典
と

し
て
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
テ
ス

ト
を
行
い
ま
す
。
各
ご
家
庭
の
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
に
よ
っ
て
、
足
立
の
ま
ち

が
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
飾
ら
れ
る

こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

い
つ
の
時
代
で
も
、
こ
の
「
光
の

祭
典
」
の
よ
う
に
、
私
た
ち
の
心
を

明
る
く
灯
す
よ
う
な
、
活
力
あ
る
足

立
区
を
め
ざ
し
て
い
き
ま
す
。

足立区長
　鈴
木
恒
年

世帯と人口 ( 14年11月1 日現在　外国人含む) 世帯数: 287, 985 人口: 642, 228人( 男: 324, 396人、女: 317, 832人)
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保

健

福

祉

ガ

イ

ド

定員に先着順
とあるものは

11 月26 日
から受け付け

2・3面で問い合わせ先の電話
番号がないものは区役所代表へ

3880- 5111( 代)

凡

例
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ぜ
ん
息
講
演
会

日
時
=
1
9
一
月
1
6
日
㈲
、
午
後
2
時
～

4
時

場
所
=
区
役
所

対
象
=
1
5

歳
以
上
の
ぜ
ん
息
患
者
と
そ
の
家
族

定
員
=
8
0
人
(
先
着
順
)

内
容
=

「
ぜ
ん
息
の
薬
に
つ
い
て
の
講
演
」

講
師
=
灰
田
美
知
子
氏
(
半
蔵
門
病

院
ア
レ
ル
ギ
ー
内
科
医
師
)

申
込
=

電
話

申
・
問
先
=
公
害
保
健
係

(
3
8
8
0
)
5
8
9
3

ぜ
ん
息
児
水
泳
教
室
(
第
3

期
)
小
・
中
学
生
コ
ー
ス

期
間
=
1
月
1
5
日
～
3
月
2
6
日
の
毎

週
水
曜
日
(
計
1
0
回
)
、
午
後
3
時
2
0

分
～
5
時
3
0
分
場
所
=
う
き
う
き

館

対
象
=
区
内
在
住
で
、
ぜ
ん
息

を
治
療
中
の
小
・
中
学
生

定
員
=
5
0

人
(
先
着
順
)

申
込
=
電
話

申
・
問
先
=
公
害
保
健
係

(
3
8
8
0
)
5
8
9
3

歯
周
病
健
診

1
年
度
に
I
回
受
診
で
き
ま
す
。

期
間
=
通
年
場
所
=
区
内
の
指
定

歯
科
医
療
機
関
対
象
=
4
0
歳
～
6
0

歳
の
区
民

内
容
=
歯
周
病
な
ど
の

歯
科
健
診

定
員
=
千
4
0
0
人
(
先
着

順
)

申
込
=
(

ガ
キ
に
郵
便
番

号
、
住
所
、
氏
名
(
フ
リ
ガ
ナ
)
、
生

年
月
日

、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番

号
、
「
歯
周
病
健
診
希
望
」
を
明
記

※
後
日
、
受
診
票
と
案
内
を
送
付

申
・
問
先
=
成
人
保
健
係

〒
1
2
0・8
5
1
0

中
央
本
町
1
-
1
7
-
1

消
化
器
が
ん
検
診

胃
と
大
腸
の
が
ん
検
診
を
行
っ
て

い
ま
す
。胃
の
検
診
で
は
、
ペ
プ
シ

ノ
ゲ
ン
法
と
X
線
撮
影
法
の
い
ず
れ

か
を
選
べ
ま
す
。
ペ
プ
シ
ノ
ゲ
ン
法

は
少
量
の
採
血
で
す
み
ま
す
の
で
、

気
軽
に
受
診
で
き
ま
す
。

日
程
等
=

表
I

対
象
=
3
5歳
以
上
の
区
民

※
胃
を
切
除
し
た
方
、
胃
の
病
気
で

治
療
中
の
方
、
ペ
プ
シ
ノ
ゲ
ン
法
で

要
精
密
検
査
と
な
っ
た
方
は

除
く
。
じ
ん
不
全
の
方
は
X

線
撮
影
法
の
み
可
内
容
=

①
ペ
プ
シ
ノ
ゲ
ン
法
胃
が
ん

検
診
と
検
便
に
よ
る
大
腸
が

ん
検
診
②
X
線
撮
影
法
胃

が
ん
検
診
(
中
皿
六
本
町
保
健

総
合
セ
ン
タ
ー
の
み
で
受
診

可
)
と
検
便
に
よ
る
大
腸
が

ん
検
診
定
員
=
5
5
～
6
0
人

申
込
=
(

ガ
キ
に
郵
便
番

号
、
住
所
、
氏
名
(
フ
リ
ガ

ナ
)
、
生
年
月
日
、
年
齢
、

性
別
、
電
話
番
号
、
表
1
よ
り
胃
が

ん
検
診
名
(
①
血
液
検
査
②
X
線
撮

影
の
い
ず
れ
か
一
方
を
選
択
)
、
検

診
日
、
受
診
場
所
を
第
3
希
望
ま
で

明
記

期
限
=
受
診
希
望
月
の
前
月
1
5

日
必
着
。
受
診
票
の
送
付
は
前
月

末
日
(
1
月
を
希
望
す
る
場
合
、
1
2

月
1
5日
必
着
、
受
診
票
の
送
付
は
1
2

月
末
日
)

※
申
し
込
み
多
数
の
場

合
は
、
希
望
日
の
翌
々
月
に
な
っ
た

り
、
受
診
場
所
が
ほ
か
の
保
健
総
合

セ
ン
タ
ー
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

申
・
問
先
=
中
央
本
町
保
健
総
合
セ

ン
タ
ー
診
療
放
射
線

〒
1
2
0
・
0
0
1
1

中
央
本
町
I
-
5
-
3

(
3
8
8
0
)
5
3
5
7

表1　 消化器がん検診日程
血液検査+検便

X線撮影+ 検便

※印 の日程は午後、それ以外は午前に実施。10/ 25
号で江北の1/21 に※ 印がついていましたが午前
中検診の誤りでした。おわびして訂正し ます

住
区
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

日
時
=
1
2
月
1
5
日
鬪
、
午
後
1
時
～

3
時

場
所
=
保
塚
住
区
セ
ン
タ
ー

内
容
=
生
活
習
慣
病
予
防
体
験
コ
ー

ナ
ー
や
パ
ネ
ル
展
示

申
込
=
当
日

直
接
会
場
へ

問
先
=
竹
の
塚
保
健

総
合
セ
ン
タ
ー(

3
8
5
5
)
4
1
5
1

心
の
健
康
づ
く
り

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

日
時
=
1
2月
5
日
困
、
午
後
2
時
～
4

時

場
所
=
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ

内
容
=
「
あ
な
た
に
も
わ
か
っ
て
欲

し
い
～
心
の
病
気
～
」

講
師
=
井

上
悟
氏
(
都
立
精
神
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
地
域
援
助
医
長
)

定
員
=
5
0

人
(
先
着
順
)

申
込
=
電
話

申
・
問
先
=
江
北
保
健
総
合
セ
ン
タ

ー
地
域
保
健
係(

3
8
9
6
)
4
0
0
4

精
神
保
健
講
演
会
「
う
つ
?

ど
う
す
れ
ば
い
い
の
?
」

日
時
=
1
2
月
1
0
日
㈹
、
午
後
1
時
3
0

分
～
3
時
3
0
分
対
象
=
う
つ
病
で

悩
ん
で
い
る
方
や
家
族
の
方

講
師
=

木
村
明
生
氏
(
東
京
足
立
病
院
医

師
)

定
員
=
5
0人
(
先
着
順
)

申

込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=
竹
の

塚
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
地
域
保
健
係

(
3
8
5
5
)
4
1
5
5

講
演
会

「
痴
ほ
う
の
す
べ
て
」

日
時
=
1
2月
H
日
南
、
午
後
2
時
～
4

時

内
容
=
痴
ほ
う
の
症
状
・
診

断
・
治
療
と
予
防
に
つ
い
て

講
師
=

片
山
成
仁
氏
(成
仁
医
院
理
事
長
)

定
員
=
5
0人
(先
着
順
)

申
込
=
電

話

場
・
申
・
問
先
=
東
和
保
健
総

合
セ
ン
タ
ー
地
域
保
健
係

(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

痴
ほ
う
予
防
講
演
会

日
時
=
1
2月
6
日
窗
、
午
後
1
時
3
0

分
～
3
時

内
容
=
物
忘
れ
に
気
づ

い
た
と
き

講
師
=
浮
文
宏
氏
(
う

き
ク
リ
ニ
ッ
ク
医
師
)

定
員
=
4
0

人
(先
着
順
)
申
込
=
電
話

場
・

申
・
問
先
=
千
住
保
健
総
合
セ
ン
タ

ー
地
域
保
健
係(

3
8
8
8
)
4
2
7
7

調
理
師
業
務
従
事
者
は

届
け
出
が
必
要
で
す

調
理
師
法
に
よ
り
、
2
年
ご
と
に

従
事
状
況
に
つ
い
て
届
け
出
る
こ
と

が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

期
間
=
1
5

年
1
月
1
日
～
1
5日

対
象
=
都

内
在
勤
の
調
理
師

届
出
用
紙
配

布
・
問
先
=
足
立
保
健
所
食
品
保
健

係

　
(
3
8
8
0
)
5
3
6
3

生
活
習
慣
病
予
防
健
診

場
所
=
区
内
の
指
定
医
療
機
関

対

象
=
申
込
日
現
在
で
4
0歳
以
上
の
区

民
(
職
場
な
ど
で
健
康
診
査
を
受
け

る
機
会
が
あ
る
人
を
除
く
。
1
年
に
I

回
の
み
)

内
容
=

診
察
、
血

液
、
尿
、
心
電
図
な
ど
に
よ
る
生
活

習
慣
病
や
心
臓
・
肝
機
能
・
じ
ん
機

能
な
ど
の
検
査

申
込
=
(

ガ
キ
に

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
(
フ
リ
ガ

ナ
)
、
生
年
月
日
、
年
齢
、
性
別
、

電
話
番
号
、「
生
活
習
慣
病
予
防
健
診

希
望
」
を
明
記
。
お
よ
そ
2
週
間
後

に
受
診
票
と
案
内
を
送
付

申
・
問

先
=
成
人
保
健
係

〒
四一
・
8
5
1
0

中
央
本
町
I
-
1
7
1
1

膠
原
病
講
演
会

「
膠
原
病
の
基
礎
、
症

状
と
対
応
の
コ
ツ
」

日
時
=
1
2月
1
2日
南
、
午
後
2
時
～
4

時

場
所
=
竹
の
塚
地
域
学
習
セ

ン
タ
ー

対
象
=
膠
原
病
の
方
と
そ

の
家
族
、
病
気
の
心
配
の
あ
る
方

講
師
=
中
嶋
亜
矢
子
氏
(
東
京
女
子

医
科
大
学
膠
原
リ
ウ
マ
チ
痛
風
セ
ン

タ
ー
医
師
)

定
員
=
5
0
人
(
先
着

順
)

申
込
=
電
話

申
・
問
先
=

江
北
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
地
域
保
健

係

一一一
l
(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

12日の休日接骨院当番所
骨折や脱きゅう 、ねんざ 一打撲などの応急施

術を当番制で行っています。 《衛生管理課》

※ いずれも時間は、午前9時～午後5時

12 月 の 献 血

問先= 東京都東赤十字血液センター 　5682- 2803
区・衛生管理係 　3880- 5891

健康カレンダー　12月の予定
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母
子
講
演
会

日
時
=
1
9
一
月
4
日
南
、
午
後
2
時
～

4
時
対
象
=
乳
幼
児
を
育
て
て
い

る
親
内
容
=
「
キ
レ
ず
に
子
育
て

す
る
た
め
に
～
キ
レ
な
い
子
が
育
つ

に
は
～
」
講
師
=
星
一
郎
氏
(
ワ

イ
ワ
イ
ギ
ル
ド
代
表
)

定
員
=
3
0

人
(
先
着
順
)

申
込
=
電
話

場
・

申
・
問
先
=
江
北
保
健
総
合
セ
ン
タ

ー
地
域
保
健
係(

3
8
9
6
)
4
0
0
4

こ
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

子
育
て
支
援
研
修

日
時
=
1
2
月
5
日
困
、
午
後
2
時
～

4
時
対
象
=
O
～
3
歳
の
乳
幼
児

を
育
て
て
い
る
保
護
者
の
方
・
区
内

子
育
て
支
援
に
関
わ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方

※
O
～
3
歳
ま
で
の
託
児

あ
り
。
参
加
申
し
込
み
時
に
受
け
付

け

内
容
=
子
ど
も
の
見
方
・
し
つ

け
方

講
師
=
市
川
奈
緒
子
氏
(
う

め
だ
あ
け
ぼ
の
学
園
心
理
)

定
員
=
3
0

人
(
先
着
順
)

申
込
=
電
話
ま

た
は
直
接
窓
口

場
・
申
・
問
先
=

こ
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

(
3
6
0
6
)
1
3
3
3

児
童
扶
養
手
当

1
2月
期
の
振
り
込
み

1
2月
1
2日
ご
ろ
に
1
4年
度
児
童
扶

養
手
当
(
8
～
H
月
分
)
を
振
り
込

み
ま
す
。
対
象
者
に
は
、
1
1一月
中
旬

に
児
童
扶
養
手
当
証
書
を
送
付
し
ま

し
た
。
初
め
て
受
給
さ
れ
る
方
の
支

給
開
始
月
は
、
申
請
し
た
月
の
翌
月

で
す
。
振
り
込
み
に
関
す
る
問
い
合

わ
せ
は
、
必
ず
通
帳
の
記
載
を
し
て

か
ら
お
願
い
し
ま
す
。

今
回
振
り
込
ま
れ
て
い
な
い
方
へ

児
童
扶
養
手
当
の
現
況
届
を
提
出

し
て
い
な
い
と
振
り
込
ま
れ
ま
せ
ん

(
7
月
1
日
以
降
に
申
請
さ
れ
た
方

を
除
く
)
。ま
だ
提
出
さ
れ
て
い
な
い

方
は
必
要
事
項
を
記
入
し
、
送
付
し

て
く
だ
さ
い
。
期
限
内
に
提
出
さ
れ

て
い
て
も
、
今
年
度
所
得
超
過
の
方

に
は
支
給
停
止
通
知
書
を
送
付
し
ま

し
た
。
問
先
=
家
庭
支
援
係

(
3
8
8
0
)
5
8
8
3

児
童
手
当
・
特
例
給
付

児
童
手
当

出
生
届
を
出
さ
れ
た
方
や
、
区
外

か
ら
転
入
さ
れ
た
方
な
ど
で
次
の
要

件
に
該
当
す
る
方
は
児
童
手
当
の
請

求
を
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
=
区

内
に
住
所
が
あ
り
未
就
学
児
童
を
養

育
し
て
い
る
方

※
所
得
制
限
あ
り

特
例
給
付

厚
生
年
金
や
私
立
学
校
共
済
な
ど

に
加
入
し
て
い
る
方
は
、
特
例
給
付

の
対
象
に
な
り
ま
す
。
受
給
資
格
は

児
童
手
当
と
同
じ
で
す
が
、
所
得
制

限
が
異
な
り
ま
す
。
な
お
、公
務
員

の
方
は
勤
務
先
へ
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。
た
だ
し
、公
益
法
人
な
ど
へ
派

遣
さ
れ
て
い
る
職
員
の
方
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ーい
ず

れ
も
ー

手
当
月
額
=
児
童
の
中
で
、
就
学
前

の
児
童
が
、
1
人
目
・
2
人
目
の
と

き
は
、
1
人
に
つ
き
5
千
円
、
3
人

目
以
降
の
と
き
は
1
万
円
。
な
お
、

請
求
の
翌
月
分
か
ら
が
支
給
対
象
と

な
り
ま
す
(
そ
及
は
し
ま
せ
ん
)

申

込
=
保
護
者
名
義
の
都
内
金
融
機
関

の
預
金
通
帳
(
郵
便
局
を
除
く
)
・
年

金
手
帳
・
健
康
保
険
証
・
印
鑑
(
朱

肉
の
つ
く
も
の
)
を
持
参
の
う
え
、

子
育
て
支
援
課
ま
た
は
各
福
祉
事
務

所
(
表
2
)

問
先
=
児
童
給
付
係

(
3
8
8
0
)
5
8
8
4

申
請
は
お
済
み
で
す
か

特
別
障
害
者
手
当
・

障
害
児
福
祉
手
当

区
内
に
住
所
が
あ
り
、
次
の
条
件

を
す
べ
て
満
た
し
て
い
る
方
は
手
当

の
申
請
が
で
き
ま
す
。

特
別
障
害
者
手
当

対
象
=
2
0歳
以
上
の
方
/
施
設
に
入

所
し
て
い
な
い
方
/
病
院
・
診
療
所

に
入
院
し
て
い
な
い
方
/
障
害
の
程

度
が
法
律
で
定
め
る
程
度
の
重
度
の

障
害
の
状
態
に
あ
る
た
め
、
日
常
生

活
に
お
い
て
常
時
特
別
の
介
護
を
必

要
と
す
る
方

手
当
額
=
月
額
2
万

6
千
8
6
0
円

障
害
児
福
祉
手
当

対
象
=
2
0歳
未
満
の
方
/
施
設
に
入

所
し
て
い
な
い
方
/
障
害
児
本
人
が

障
害
を
理
由
と
す
る
公
的
年
金
を
受

け
て
い
な
い
方
/
法
律
で
定
め
る
程

度
の
重
度
の
障
害
の
状
態
に
あ
る
た

め
、
日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
介
護

を
必
要
と
す
る
方

手
当
額
=
月
額
1

万
4
千
6
1
0
円ー

い
ず
れ
も
ー

障
害
者
本
人
ま
た
は
扶
養
義
務
者

の
所
得
に
制
限
が
あ
り
ま
す
。
問

先
=
障
害
給
付
係
ま
た
は
各
福
祉
事

務
所
(
表
2
)

表2　 福祉事務所一覧
障
害
別
福
祉
相
談

障
害
に
か
か
わ
る
生
活
経
験
を
持

ち
、
区
か
ら
委
託
を
受
け
た
相
談
員

が
相
談
を
受
け
ま
す
。
日
時
等
=

聴
覚
障
害
者
関
係
:
1
9
一
月
1
0
日
、

午
後
7
時
～
9
時
/
毎
週
水
曜
日
、

午
後
1
時
～
4
時
(
1
9
一
月
2
5
日
を
除

く
)

場
所
=
竹
の
塚
障
害
福
祉
館

問
先
=
東
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ

ー

　
(
5
6
8
2
)
5
3
7
0

西
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

(
3
8
5
3
)
0
6
3
2

高
齢
者
無
料
マ
ッ
サ
ー
ジ

日
時
等
=
1
2月
3
日
㈹
・
1
7日
㈹
…

千
住
北
部
地
域
集
会
所
/
1
2月
1
3日

窗
・
2
0日
窗
・
:竹
の
塚
障
害
福
祉

館
、
い
ず
れ
も
受
付
時
間
は
午
前
9

時
～
午
後
3
時
1
0
分
対
象
=
7
4
歳

以
上
で
区
内
在
住
の
方

定
員
=
各
4
8

人
(
先
着
順
)

申
込
=
当
日
直
接

会
場
へ

問
先
=

障
害
福
祉
計
画

係

　
(
3
8
8
0
)
5
2
5
5

保
育
園
児
募
集

1
5年
4
月
の
新
規
入
園
や
転
居
な

ど
に
よ
る
転
園
を
希
望
さ
れ
る
方
の

申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。
申
し

込
み
が
遅
れ
た
り
、
必
要
書
類
が
足

り
な
い
場
合
は
、
1
5年
4
月
入
園
の

対
象
に
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
期
間
等
=
表
3

問
先
=
入

園
事
務
係

(
3
8
8
0
)
5
2
6
3

表3　 保育園入園申込期間・申込書配布一覧

※ いずれも受付時間は、午前9時～午後4時
※ 児童福祉課の日曜日( 8 ・15日) の受付場所は
区役所1 階区民ロビー

健 や か 親 子 相 談
対象=主に生後1～2ヵ月児をもつ方

在宅介護支援センター　12月の家族介護者教室

障害者施設　15 年度新規通所者募集
期間=11月25日～12月6日対象=15年4月以降、通所を
希望される方内容=表4～6申・問先=管轄の福祉事
務所( 表2)

【注】表4～6中の(仮称)中央障害センター・大谷田就労支援
センター梅島分場・谷在家福祉工房は 、15年4 月開所予定
( 仮称) 神明障害福祉施設は 、現東部障害福祉総合センター
( 仮称) 谷在家障害福祉施設は 、現西部障害福祉総合センター

表4　 知的障害者通所授産施設: 中軽度の知的障害をお持ちの方が通所する作業施設

表5　 知的障害者通所更生施設: 重度の知的障害または重複障害をお持ちの方が通所する生活訓練施設

表6　 身体障害者通所授産施設: 身体障害をお持ちの方が通所する施設
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光の祭典
X '
m a s - ファンタジックフェスタ 2 0

0 2
i n A d a c h i12月13日～25日

点灯時間午後5時～9時
竹ノ塚駅のロータリーから元渕江公園にかけての街路樹が個

人・企業からの協賛金によりイルミネーションで飾られます。
ぜひ光の散歩道を鑑賛してください。

★メ イン 会 場の 案 内★
場所= 元渕江公園( 保木間2- 17- 1)

交通= 東武伊勢崎線竹ノ塚駅東口下車徒歩約15分

※ 会場周辺は、住宅街になっています。迷惑になりますの
で、車・自転車での来場はご遠慮ください

オープニング セレモニー
12 月11 日( 金)

◆ オープニングパレード

時間= 午後4 時出発 場所= 竹ノ塚駅東口から元溯江公
園へ 内容= 地元伊興中学校および夕閠 女子高等学校他
のマーチングバンドや、大関栃東関( 参カロ予定) がメイ
ンストリートをパレードします

◆ 点灯式典
時間= 午後4 降猖分 場所= 元渕江公園特設ステージ
内容= クリスマスツリーに明かりが点灯し光の祭典が始
まります。その後は、オープニングを祝う、クリスマス

ステージを開催します

ファンタジックフェスタ
12 月22 日( 日)

◆ サンタパレード
時間= 午後5 時出発

場所= 竹ノ塚駅東口から元溯

江公園へ 内容= 思い思いに仮装したサンタクロースが光のスト
リートを音楽にあわせて進みます
◆ 初雪フェスティバル　場所= 元渕江公園
友好自治体の山ノ内町・小出町からの天然雪が届きます。
※ 現地の天候などにより、中止の場合があります

◆ 友好都市の物産展( 21日～23日の予定)場所=元渕江公園

鹿沼市・小出町 一山ノ内町から物産展の出店があります。
◆ 健康あだち21　場所= 元渕江公園
寒い年の瀬に健康をチェック! 血圧診断・骨密度測定など
◆ あったかあだちグルメ　場所= 元溯江公園

温まる食べ物や飲み物を用意しています( 有料)

グランドフィナーレ
12 月25 日( 水)　 場所= 元溯江公園

◆ 冬のお花のチャリティ頒布

時間= 午後5 時30 分整理券配付
内容= 区内で作ら れた花のポット苗をチャリティ頒布します ※ 先着順

◆ ファイナルコンサート

時間= 午後6 時 内容= 第十四中学校吹奏楽部などによる演奏
◆ 表彰式

時間= 午後7 時 内容= 各種コンテストの表彰式を行います

光の祭典セール 各商店街では、光の祭典
に合わせて歳末大売出し

を行います。

★光のオブジェ
区制70周年を記念し

て、70体のオブジェが元
溯江公園であなたの来

るのを待っています。あ
なたは何体見つけるこ
とができますか?

● 8 本の大きなクリスマスツリー

公園の巨木をイルミネーションで
飾ります。一見の価値があります!
ご期待ください。

クリスマス
ステージショー

日時=12月13日～25日、平日は
午後5 時から、土・日・祝日は

午後1 時30分から 場所= 元
渕江公園内特設ステージ

クリスマスツリーをバック
に優しい光につつまれたステ
ージを楽しんでください。
公認大道芸人で区出身の

ヘブンアーティストやハンド
ベルの演奏隊も参加予定。

コンテス卜

◆ キャラクターデザインコンテスト
会場内に、多数ご応募いただい だ中

から選ばれたデザインで「行灯」を作
成しました。商店街などで配付するプ

ログラムに投票券がついてます。イメ
ージにあったキャラクターを選んで
ください。
◆ 街中イルミネーションコンテスト

個人の家を飾りつけた、街中の小さ

な光の祭典を探してみてください。エ
ントリーされたイルミネーションを
見学したい方は、観光協会あてお問い

合わせください。

◆ トナカイがやってくる!
12月21日(土)・22日(日) 　23

日(月)
生物園にトナカイがやって

きます。
12月25日( 水)には、ポニーがやってきます。
※ 生物園入館時間は午後4 時まで。
閉館は4 時30分です

新たな協働のスタート
ともに祝おう区制70周年
安全・安心・安らぎのあるまちづくり

・みんなの足立区・
「ともに創る足立の未来」を合言葉に、
区民、区議会、地域団体、NPO 、企

業など様々に活動 されている方々と手

を結び、協働して取り組んできました

区制70周年記念事業もい よい よフィナ

ーレを迎えようとしています。
春の「花まつり」をスタートに、夏

には「花火大会」、秋には「区民 まつ

り」など、四季折々に実施してきまし

た。冬には区制70周年記念の中心イベ

ントにふさわしい 「光の祭典」を、竹

ノ塚駅から元溯江公園にかけて行いま

す。

てる丸くんからのおねがい
会場周辺は、住宅

街になっています。

路上駐車、騒音、ご
みのポイ捨てなど、

近所迷惑になるよう
なことはやめましょう。
トイレは公園内に2 ヵ所。
午後5 時以降は生物園のトイレも
利用できます。

問先= 観光協会事務局
(区・経済観光課内)

3880- 5853

◆ 光の祭典写真コンクール

区・観光写真コンクールの

併設部門として実施。優秀作

品は来年のポスターや今後

の観光宣伝等に活用します。

応募点数は2 点まで。応募規

格などは観光写真コンクー

ル募集に準拠。くわしくはポ

スターや区民事務所で配布

する要綱をご覧ください。

応募締切=15 年1 月24日

首
都
高
速
中
央
環
状
王
子
線
が

開
通
し
ま
す

中
央
環
状
王
子
線
は
、
高
速
5
号

池
袋
線
と
の
接
続
部
の
板
橋
ジ
ャ
ン

ク
シ
ョ
ン
を
起
点
と
し
、
高
速
川
口

線
お
よ
び
高
速
中
央
環
状
線
を
互
い

に
結
ぶ
江
北
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
(
五

色
桜
大
橋
付
近
)
を
終
点
と
す
る
7
.
1

㎞
の
路
線
で
す
。供
用
後
の
路
線
名

と
し
て
は
、
供
用
済
み
の
高
速
中
央

環
状
線
の
延
伸
部
分
で
あ
る
こ
と
か

ら
「
高
速
中
央
環
状
線
」
と
呼
ぶ
こ

と
と
な
り
ま
す
。

年
末
年
始
の
交
通
混
雑
緩
和
の
た

め
少
し
で
も
早
い
供
用
を
め
ざ
し
、
1
2

月
下
旬
の
工
事
完
成
、
開
通
を
目

標
に
建
設
中
で
す

扇
大
橋
出
入
り
口
か
ら
中
央
環
状

王
子
線
の
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
隣
接
の
出
入
り
口
(
鹿
浜
橋
ま

た
は
千
住
新
橋
)

へ
う
回
の
上
、
利

用
願
い
ま
す

。

区
民
と
し
て
の
メ
リ
ッ
ト

荒
川
を
渡
る
新
た
な
高
速
道
路
の

開
通
に
よ
り

、
区
よ
り
西
側
へ
の
ア

ク
セ
ス
が
便
利
に
な
り
ま
す

。ま
た

、

街
路
を
利
用
し
て
い
る
車
が
中
央
環

状
王
子
線
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

周
辺
街
路
の
混
雑
緩
和
が
期
待
さ
れ

ま
す
。
さ
ら
に
1
8
年
度
に
予
定
さ
れ

る
新
宿
線
が
開
通
す
る
と

、
新
宿
・

渋
谷
・
中
央
道
・
東
名
高
速
へ
の
時

間
も
大
幅
に
短
縮
さ
れ
ま
す

。

中
央
環
状
線
(

板
橋
～
江
北
)

開
放
デ

ー

日
時
=
‥
H
月
3
0
日
剛
・
1
9
一
月
1
日
日
、

午
前
1
0
時
～
午
後
3
時
場
所
=
五

色
桜
大
橋
(
宮
城
ゆ
う
ゆ
う
公
園
側

避
難
用
階
段
)
内
容
=
橋
上
展
望

台
の
設
置
/
イ
ン
ス
タ
ン
ト
カ
メ
ラ

記
念
撮
影
/
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
に
よ
る

高
速
道
路
ド
ラ
イ
ブ
/
作
業
車
展

示
(
ウ
ニ
モ
グ

ー
ラ
ン
ク
ル
な
ど
)
/

風
船
配
付

問
先
=
計
画
調
整

課

　
(
3
8
8
0
)
5
9
0
2

区制70周年
記念事業
第17回
足立区
観光写真
コンクール
作品募集

テ
ー
マ
=
伝
え
た
い
足
立
区
の
人
・

風
景
・
伝
統

応
募
規
格
=
カ
ラ
ー

プ
リ
ン
ト
四
ツ
切
り
、ふ
ち
な
し
(
ワ

イ
ド
四
ツ
切
り
は
除
く
)

応
募
資

格
=
ア
マ
チ
ュ
ア
の
方

※
デ
ジ
カ

メ
は
不
可

申
込
=
応
募
用
紙
に
所

要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
直
接
持
参

ま
た
は
郵
送

※
応
募
要
綱
・
用
紙

は
協
会
窓
口
、
各
区
民
事
務
所

、
写

真
店
な
ど
で
配
付

応
募
期
間
=
H

月
2
5日
～
1
5年
1
月
2
4囗

申
・
問

先
=
足
立
区
観
光
協
会
事
務
局
(
経

済
観
光
課
内
)

〒
叩
8
5
1
0

中

央
本
町
1
-
1
7
-
1

(
3
8
8
0
)
5
8
5
3

第
十
一
中
学
校
の

新
校
舎
が
完
成
し
ま
し
た

一
三
学
期
(
1
月
8
日
)
オ
ー
プ
ン

1
2年
か
ら
工
事
を
進
め
て
き
た
第

十
一
中
学
校
が
、
校
庭
の
整
備
工
事

(
1
5年3
月
完
成
予
定
)
を
除
き
完

成
し
ま
し
た
。

昭
和
3
0年
代
に
建
設
さ
れ
た
老
朽

化
の
進
ん
だ
校
舎
を
建
て
直
し
、
5
0

年
代
に
建
築
の
比
較
的
新
し
い
校
舎

と
体
育
館
に
は
、
耐
震
補
強
な
ど
大

規
模
な
改
修
工
事
を
行
い
ま
し
た
。

新
校
舎
の
特
徴
は
、
様
々
な
学
習

形
態
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
多
目
的

教
室
、
一
体
的
に
利
用
で
き
る
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
室
と
図
書
室
、
ま
た
、
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
へ
の
対
応
、
校
庭
や

植
栽
へ
の
散
水
に
雨
水
を
利
用
す
る

な
ど
の
工
夫
を
し
ま
し
た
。

学
校
は
地
域
の
方
に
と
っ
て
生
涯

学
習
の
場
で
あ
り
、
災
害
時
・
緊
急

時
の
避
難
場
所
に
も
な
り
ま
す
。

集
会
室
と
し
て
利
用
で
き
る
特
別

活
動
室
や
和
室
を
整
備
し
、
備
蓄
倉

庫
、
校
舎
1
階
に
は
ピ
ッ
ト
型
ト
イ

レ
を
設
置
し
災
害
対
策
面
で
の
機
能

の
充
実
も
図
っ
て
い
ま
す
。

見
学
会

区
民
を
対
象
と
し
た
見
学
会
を
行

い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時
=
1
2月
8
日
膕
、
午
前
1
0時
～

正
午

※
上
履
き
持
参

申
込
=
当

日
学
校
へ

※
車
で
は
来
校
で
き
ま

せ
ん

問
先
=
施
設
管
理
課
改
築

(
3
8
8
0
)
5
9
6
7

「
エ
イ
ズ
」

目
を
そ
ら
さ
な
い
で
考
え
て
み
よ
う
!

～
正
し
い
理
解
で
、
正
し
く
予
防
～

1
1
月
1
6
日
～
1
2
月
1
5
日
は
「
東
京

都
エ
イ
ズ
予
防
月
間
で
す
」

昨
年
、
新
た
に
報
告
さ
れ
た
エ
イ

ズ
患
者

。
H
I
v
感
染
者
の
合
計
は

全
国
で
9
5
3人
、
そ
の
う
ち
東
京
都
の

合
計
は
3
7
6人で
す
(
図
1
)
。
い
ず
れ

も
調
査
を
開
始
し
た
昭
和
6
3年
以
来

過
去
最
高
を
記
録
し
ま
し
た
。

心
配
な
と
き
は
迷
わ
ず
検
査
を

感
染
を
早
期
に
発
見
し
た
り
、
2

次
感
染
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
抗
体
検

査
が
重
要
で
す
。
た
だ
し
、
感
染
し

て
か
ら
正
し
い
検
査
結
果
を
得
る
た

め
の
抗
体
が
で
き
る
ま
で
、
平
均
8

週
間
以
上
か
か
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
検
査
は
、
感
染
の

機
会
か
ら
3
ヵ
月
以
降
に
受
け
る
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
区
で
は
、
匿

名
で
の
H
I
v
(

エ
イ
ズ
)
抗
体
検

査
・
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

日
時
=
毎
月
第
2
・
4
木
曜
日
、
午

後
1
時
3
0
分
～
2
時
3
0
分
受
け
付
け

場
所
=
中
央
本
町
保
健
総
合
セ
ン
タ

ー

費
用
=
無
料

申
込
=
電
話

※
平
日
夜
間
検
査
は
、
東
京
都
南
新

宿
検
査
・
相
談
室
(
電
話
予
約
)
へ

(
3
3
7
7
)
0
8
1
1

3
6時
間
エ
イ
ズ
電
話
相
談

世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
の
時
期
に
合
わ

せ
て
「
H
I
V

と
人
権
・
情
報
セ
ン

タ
ー
」
(
N
P
O
)が
行
い
ま
す
〈
足
立

区
後
援
〉。
日
時
=
H
月
3
0日
、
午

前
1
0時
～
1
2月
1
日
、
午
後
1
0時

▽
総
合
相
談(

3
2
9
2
)
9
0
9
0

▽
女
性
専
用
相
談

(
5
2
5
9
)
0
2
5
5

▽
ゲ
イ
・
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

(
5
2
5
9
)
0
7
5
0

▽
レ
ズ
ビ
ア
ン
・
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

(
5
2
5
9
)
0
2
5
9

▽
感
染
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

(
5
2
5
9
)
0
2
5
6

▽
英
語
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

(
5
2
5
9
)
0
2
5
6

▽
エ
イ
ズ
教
育
・
聴
覚
言
語
障
害
者

関
す
る
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
(

フ
ァ
ク
ス

の
み
)

(
5
2
5
9
)
0
6
4
3

エ
イ
ズ
に
関
す
る
相
談
は
各
保
険

総
合
セ
ン
タ
ー
ヘ

2
面

「
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
」
参
照

◎
関
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

H
I
V
検
査
・
相
談
マ
ッ
プ
情
報

h
t
t
p
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y
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w
w
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h
i
v
k
e
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s
a
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c
o
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進
め
!

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス

つく ば エクスプレス

三郷中央駅
( 仮 称)

順
調
に
工
事
が
進
ん
で
い
る
「
つ

く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
」。
今
回
は
、足

立
区
か
ら
も
近
い
、
埼
玉
県
三
郷
市

を
紹
介
し
ま
す
。

三
郷
市
は
ヅ
練
れ
它
戸
川
、
西
に

中
川
、
南
に
小
合
溜
井
と
、
三
方
を

大
き
な
河
川
に
囲
ま
れ
、
市
内
に
も

縦
横
に
水
路
が
走
る
な
ど
「
水
」
の

イ
メ
ー
ジ
の
強
い
場
所
で
す
。
新
駅

が
で
き
る
三
郷
中
央
地
区
に
も
第
二

大
場
川
が
流
れ
、
特
徴
的
な
景
観
に

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
新
駅
の
駅

舎
は
、「
水
」を
イ
メ
L
ン
し
た
全
面

ガ
ラ
ス
張
り
。

駅
の
西
側
に
は
、
第
二
大
場
川
の

水
を
利
用
し
た

「
水
辺
の
公
園
」
と

「
緑
の
公
園
」
(約
日
h
)

が
造
ら
れ
、

南
側
は
徐
々
に
商
業
施
設
が
建
設
さ

れ
る
予
定
で
す

。

ま
た
、
都
心
部
か
ら
も
近
く

、
常

磐
自
動
車
道
と
東
京
外
郭
環
状
道
路

が
交
差
す
る
ポ
イ
ン
ト
で

、
現
在
は
J
R

武
蔵
野
線
が
通
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
加
え
て
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ

ス
が
開
通
す
れ
ば
、
交
通
の
要
衝
と

な
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た

、
交
通
の
利
便
性
か
ら

、
物
流
・

大
規
模
商
業
な
ど
を
中
心
に
、
交
流

拠
点
と
し
て
の
発
展
も
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

《
広
報
課
》

▲ 三郷中央駅駅舎イメージ図
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崋輯躅卿肥輯の鄒 鴪 の鱇無料

広
告
主
を
募
集
し
ま
す

1
5
年
度
の
特
別
区
民
税
・
都
民
税

の
納
付
お
よ
び
送
付
用
封
筒
に
載
せ

る
広
告
を
募
集
し
ま
す
。
規
格
・
掲

載
料
等
=
表
1
の
掲
載
料
金
は
、
最

低
料
金
で
す
。
く
わ
し
く
は
、
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。
募
集
期
間
=
1
2

月
2
日
～
2
0
日
掲
載
の
決
定
=
内

容
審
査
後
、
掲
載
の
可
否
を
通
知

※
版
下
の
作
成
は
申
込
者
負
担

申

込
=
原
稿
を
添
え
て
申
込
用
紙
を
提

出

申
・
問
先
=
課
税
第
二
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
2
3
0

表1　 広告規格・掲載料

(仮
称
)
総
合
文
化
セ

ン
タ
ー
の
愛
称
募
集

1
6
年
秋
、北
千
住
駅
西
口
再
開
発

ビ
ル
の
1
0
階
～
1
2
階
に
(
仮
称
)
総

合
文
化
セ
ン
タ
ー
が
誕
生
し
ま
す

。

約
7
0
0席
の
劇
場

、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ス
ペ

ー
ス
や
区
民
活
動
ス
ペ
ー
ス
な
ど
を

有
し
た

「
文
化
芸
術
の
創
造
と
発
展

の
場

」
を
め
ざ
し
ま
す
。
そ
こ
で

、

こ
の
施
設
に
ふ
さ
わ
し
い
愛
称
を
募

集
し
ま
す

。
採
用
者
に
は
記
念
品
を

贈
呈
し
ま
す
。

申
込
=
(

ガ
キ
に

愛
称
名

、
そ
の
理
由

、
住
所

、
氏
名

、

電
話
番
号

、
職
業
(
学
校
名

、
学
年
)

を
明
記

期
限
=
1
9一
月
1
3
日
必
着

応
募
・
問
先
=

文
化
セ
ン
タ
ー
開
設

〒
1
2
0・
0
0
3
4

千
住
5
-
1
3
-
5
　
　
　

　
(
5
8
1
3
)
3
7
3
8

地
区
計
画
の
原
案
を

縦
覧
し
ま
す

こ
の
内
容
に
つ
い
て
関
係
の
あ
る

方
は
、
区
長
に
対
し
て
意
見
書
を
提

出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
。

こ
の
原
案
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。

保
塚
町
地
区
地
区
計
画
の
決
定

区
域
=
保
塚
町
、
保
木
間
一
丁
目
、

東
保
木
間
一
丁
目
、
東
六
月
町
お
よ

び
平
野
三
丁
目
各
地
内
縦
覧
期
間

=
1
2
月
6
日
～
1
9
日
意
見
書
提
出

期
間
=
1
2
月
6
日
～
2
6
日
説
明
会

の
開
催
=
1
2
月
1
0
日
脚
、
午
後
7
時
～

保
塚
地
域
学
習
セ
ン
タ
ー
1
階

大
広
間
に
て

縦
覧
場
所
・
問
先
=

都
市
計
画
調
整
係

都
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

募
集
=

▽
ポ
イ
ン
ト
方
式
・
:ひ
と
り

親
世
帯
・
高
齢
者
世
帯
・
心
身
障
害

者
世
帯
・
多
子
世
帯
・
車
い
す
使
用

者
世
帯
・
特
に
所
得
の
低
い
一
般
世

帯

▽
抽
選
方
式
…
単
身
者
、
単
身

者
用
車
い
す
使
用
者
、
シ
ル
バ
ー
ピ

ア
、
多
家
族
(
5
人
以
上
)
、
若
年
フ

ァ
ミ
リ
ー
向
申
込
用
紙
配
布
期
間

=
1
2
月
2
日
～
1
0
日
(
土
・
日
曜
日

は
除
く
)

配
布
場
所
=
住
宅
管
理

係
、
各
区
民
事
務
所
(
予
定
枚
数
に

達
し
次
第
配
付
終
了
)

※
募
集
内

容
な
ど
、
く
わ
し
く
は
「
申
込
用
紙

(申
込
の
し
お
り
)
」を
ご
覧
く
だ
さ

い

問
先
=
住
宅
管
理
係

(
3
8
8
0
)
5
9
3
8

高
齢
者
向
け
住
宅

管
理
人
募
集

「
シ
ル
バ
ー
ピ
ア
ーツ
家
」
の
住

み
込
み
管
理
人
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
=
5
5才
以
下
で
同
居
す
る
家
族

が
い
る
方
(
そ
の
他
資
格
要
件
あ
り
)

募
集
人
数
=
1
人

採
用
予
定
=
1
5

年
1
月

申
・
問
先
=
住
宅
管
理
係

(
3
8
8
0
)
5
9
3
8

高
額
療
養
費
の
支
給

病
気
や
ヶ
が
で
医
療
機
関
に
受
診

し
、
限
度
額
を
超
え
た
医
療
費
を
負

担
し
た
と
き
、
超
え
た
分
か
申
請
に

よ
り
払
い
戻
さ
れ
ま
す
。

受
診
後
、
医
療
機
関
が
診
療
報
酬

明
細
書
(
レ
セ
プ
ト
)
を
作
成
、
内

容
審
査
の
後
、
区
が
計
算
・
判
定
を

し
ま
す
。
該
当
し
た
世
帯
へ
は
、
支

給
額
を
明
記
し
た
高
額
療
養
費
申
請

書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
申
請
書
の
送

付
は
、
診
療
月
の
約
3
ヵ
月
後
と
な

り
ま
す
。
※
食
事
代
や
差
額
ベ
ッ

ド
代
な
ど
保
険
外
の
費
用
は
高
額
療

養
費
の
計
算
対
象
外
で
す

申
・
問

先
=
国
民
健
康
保
険
課
給
付
係

(
3
8
8
0
)
5
2
4
1

日
帰
り
健
康
施
設

【
割
引
券
】

国
保
加
入
者
の
健
康
保
持
・
増
進

を
目
的
と
し
て
、
日
帰
り
健
康
施
設

事
業
を
行
っ
て
ま
す
(
表
2
)
。

疲
労
回
復
と
心
身
の
リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
に
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。「
割
引

券
」
は
、
1
4年
度
「
国
保
の
て
び
き
」

に
綴
り
込
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
問

先
=
国
民
健
康
保
険
課
庶
務
係

(
3
8
8
0
)
5
8
5
1

表2　 日帰り健康施設国
保
協
定
旅
館

東
京
近
県
の
旅
館
な
ど
が
割
引
料

金
で
利
用
で
き
ま
す
。
対
象
=
区

内
在
住
・
在
勤
の
方

申
込
=
施
設

へ
直
接
電
話
(

足
立
区
国
保
課
扱

い
と
告
げ
て
く
だ
さ
い
)
。予
約
が
と

れ
た
ら
「
国
保
の
手
び
き
」
の
4
1ペ

ー
ジ
の
利
用
券
(
国
保
課
・
区
民
事

務
所
に
も
あ
り
ま
す
)
を
持
参

※

今
年
度
の
協
定
旅
館
は
、
1
4年
度
「
国

保
の
手
び
き
」
3
5ぺ
ー
ジ
参
照
。
料

金
な
ど
く
わ
し
く
は
直
接
施
設
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
先
=
国

民
健
康
保
険
課
庶
務
係

(
3
8
8
0
)
5
8
5
1

紙
門
松
を
配
布
し
ま
す

1
2月
上
旬
ご
ろ
か
ら

、
町
会
・
自

治
会
を
通
じ
て
各
家
庭
に
お
届
け
す

る
予
定
で
す

。
な
お
、
届
か
な
い
場

合
は
、
最
寄
り
の
区
民
事
務
所
で
受

け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
先
=

あ

し
た
の
足
立
を
つ
く
る
区
民
協
議
会

事
務
局
(

地
域
支
援
課
内
)

(
3
8
8
0
)
5
8
5
6

「
(
仮
称
)
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ

ョ
ン
足
立
」入
居
者
募
集

意
欲
あ
る
起
業
家
の
経
営
活
動
を

支
援
す
る
、
1
5
年
4
月
開
設
予
定
の

賃
貸
オ
フ
ィ
ス
で
す
。
安
い
家
賃
に

加
え
会
議
室
、
商
談
・
交
流
ル
ー
ム

な
ど
を
備
え
て
い
ま
す
。
区
内
外
を

問
わ
ず
入
居
を
希
望
さ
れ
る
方
を
募

集
し
ま
す
。
場
所
=
千
住
仲
町
2
4

-
2
(
北
千
住
駅
か
ら
徒
歩
約
1
0
分
)

募
集
室
数
=
1
3
室
(
2
1
㎡
～
苟
m
)

入
居
期
間
=
2
年
間
(
審
査
に
よ
り

1
年
に
限
り
延
長
可
能
)
申
込
=

所
定
用
紙
お
よ
び
添
付
書
類
を
持
参

ま
た
は
郵
送
※
家
賃
な
ど
く
わ
し

い
内
容
は
募
集
要
綱
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
用
紙
・
要
綱
は
窓
口
配
布
、
ま

た
区
ホ
ー
ム
ペ
L
ン
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す
期
間
=
‥
H
月
1
5
日
～

1
5年
1
月
1
5日
(
当
日
消
印
有
効
)

配
布
・
申
先
=
新
産
業
支
援
課
支
援

係

〒
1
2
0・8
5
1
0

中
央
本
町
1
-
1
7
-
1

(
3
8
8
0
)
5
1
8
4

12月の図書館臨時休館
防災点検や館内消毒などのた

め、一部の図書館が臨時休館と
なります。 問先= 中央図書館

5813- 3740

◆ 年末年始の休館◆
12/28 から1/4 まで全館
休館となります。

悪
質
商
法
に
あ
っ
た
ら

消
費
者
セ
ン
タ
ー
ヘ

激
増
す
る
相
談
件
数

消
費
者
セ
ン
タ
ー
で
は
、
区
内
在

住
・
在
勤
者
の
消
費
生
活
相
談
を
受

け
て
い
ま
す
。
相
談
件
数
は
毎
年
増

加
し
、
今
年
度
は
9
月
末
で
2
千
7
9

件
と
な
り
、
昨
年
度
同
時
期
の
千
7
5
1

件
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
ま
す
。

内
容
で
は
、
サ
ラ
金
の
相
談
が
最

も
多
く
、
相
談
の
1
割
近
く
を
占
め

て
い
ま
す
。
次
い
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
(
知
ら
な
い
う
ち
に
国
際
電
話

に
接
続
さ
れ
て
し
ま
っ
た
な
ど
)
や

携
帯
電
話
(
ワ
ン
切
り
や
、
身
に
覚

え
の
な
い
有
料
情
報
番
組
の
料
金
請

求
な
ど
)
の
通
信
関
連
の
相
談
、
賃

貸
住
宅
に
関
す
る
相
談
の
順
で
す
。

年
代
別
の
相
談
件
数
は
、
3
0代
が
最

も
多
い
で
す
が
、
世
代
に
よ
っ
て
相

談
内
容
は
異
な
っ
て
い
ま
す
。

2
0代
以
下
の
若
年
層
で
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
や
電
話
情
報
提
供
サ
ー

ビ
ス
な
ど
の
通
信
関
連
の
相
談
が
多

い
の
に
対
し
て
、
高
齢
者
層
で
は
、

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
や
浄
水
器
・
布
団

類
な
ど
、訪
問
販
売
の
相
談
が
多
く
、

特
に
7
0歳
以
上
で
は
、
相
談
の
半
分

以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
対
処
方
法
と
し
て
は
、

国
際
電
話
不
取
扱
の
手
続
き
を
す

る
。
有
料
情
報
番
組
を
利
用
し
て
い

な
い
の
な
ら
、
請
求
す
る
事
業
者
は

あ
な
た
の
(
携
帯
の
)
電
話
番
号
し

か
知
り
ま
せ
ん
の
で
、
自
分
の
名
前

や
住
所
な
ど
を
教
え
な
い
で
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
訪
問
販
売
で
は
、
す
ぐ

に
契
約
し
な
い
で
、
他
の
業
者
か
ら

も
見
積
り
を
と
っ
た
り
、
本
当
に
必

要
か
ど
う
か
を
考
え
て
か
ら
、
契
約

す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

契
約
に
迷
っ
た
り
、
不
明
な
点
が

あ
っ
た
ら
、
お
気
軽
に
消
費
者
セ
ン

タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
(
一
部
の

商
品
に
は
、
契
約
し
て
も
一
定
期
間

は
無
条
件
で
解
約
で
き
る
ク
ー
リ
ン

グ
ー
オ
フ
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、

契
約
後
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
)
。

・
消
費
者
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
願
い
　

相
談
で
来
所
す
る
と
き
は
、
事
前

に
電
話
を
し
て
く
だ
さ
い
。
突
然
来

所
さ
れ
て
も
、
必
要
書
類
な
ど
が
そ

ろ
っ
て
い
な
い
と
、
再
度
、
来
所
を

お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

相
談
受
付
=
午
前
9
時
～
午
後
4
時

4
5分

問
先
=
消
費
者
セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
0
)
5
3
8
0

ひ
っ
た
く
り
か
も

身
を
守
ろ
う

ひ
っ
た
く
り
・
ピ
ッ
キ
ン
グ
ー
ス

ト
ー
カ
ー
・
有
害
広
告
物
な
ど
、
区

民
生
活
の
安
全
を
脅
か
す
身
近
な
犯

罪
が
増
え
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

中
で
、
今
年
4
月
に
「
足
立
区
生
活

安
全
条
例
」
を
制
定
し
ま
し
た
。

こ
の
条
例
は
、
区
民
の
生
活
安
全

意
識
の
高
揚
お
よ
び
犯
罪
を
防
止
す

る
た
め
の
自
主
的
な
活
動
の
推
進
等

を
図
り
、
明
る
く
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
地
域
社
会
を
つ
く
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
条
例

の
趣
旨
を
実
現
す
る
た
め
に
防
犯
協

会
、
町
会
・
自
治
会
、
青
少
年
関
係

団
体
、
警
察
、
区
な
ど
が
参
加
し
て

「
足
立
区
生
活
安
全
推
進
協
議
会
」

を
設
置
し
ま
し
た
。
協
議
会
で
は
区

民
生
活
に
身
近
な
テ
ー
マ
を
定
め
、

重
点
的
な
取
り
組
み
を
し
て
い
き
ま

す
。
今
年
度
の
テ
ー
マ
は
「
ひ
っ
た

く
り
の
防
止
」
で
す
。
区
の
ひ
っ
た

く
り
の
件
数
は
年
間
3
0
0件を
越
え
、

都
内
で
も
1
～
2
位
を
争
う
多
さ
で

す
。
し
か
し
、
ひ
っ
た
く
り
の
被
害

は
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
で
防
ぐ
こ
と

が
で
き
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

ひ
っ
た
く
り
防
止
駅
頭
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン

日
時
=
1
2月
2
0日
廁
、
午
後
3
時

場
所
=
北
千
住
・
西
新
井
・
竹
ノ
塚
・

綾
瀬
の
各
駅

内
容
=
ひ
っ
た
く
り

を
防
ぐ
工
夫
の
紹
介
な
ど

※
「
ひ

っ
た
く
り
防
止
ネ
ッ
ト
」
を
配
布
し

ま
す

問
先
=
地
域
活
動
支
援
係

(
3
8
8
0
)
5
8
5
6
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催
し
物
ガ
イ
ド

定 員 に 先 着 順

と あ る も の は

11 月26 日

か ら 受 け 付 け

「
足
立
区
介
護
1
1
0番
」

を
作
成
し
ま
し
た

高

齢

者

の

介

護

・
福

祉

サ

ー

ビ

ス

に

対

す

る

苦

情

な

ど

を

公

正

か

つ

中

立

に

処

理

し

、
サ

ー

ビ

ス

の
向

上

を

図

る

た

め

設

置

さ

れ

た

「
足

立

区

高

齢

者

福

祉

サ

ー

ビ

ス

苦

情

等

解

決

委

員

会

」

で

、
1
3

年

度

報

告

書

「
足

立

区

介

護
1
1
0
番

」
を

作

成

し

ま

し

た

。

委

員

会

に

寄

せ

ら

れ

た

苦

情

。
相

談

の
内

容

を

分

析

し

、
サ

ー

ビ

ス

改

善

の

た

め

に

区

や

事

業

者

が

努

力

す

べ

き
点

に

つ

い

て

ま

と

め

た

も

の

で

、

区

内

の
介

護

保

険

事

業

者

を

は

じ

め

関

係

各

所

に

配

布

し

ま

す

。

奈
足

立

区

介

護

サ

ー

ビ

ス

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

で
内

容

が

ご

覧

に

な

れ

ま

す

h
t
t
p
:
/
/
k
a
i
g
o
.
a
d
a
c
h
i
.
o
r
.
j
p
/

問

先
=

高

齢

計

画

課

計

画

推

進

係

(
3
8
8
0
)
5
2
6
4

成
人
の
日
の
集
い

日
時
=
1
5年
1
月
1
3日
例
、
午
後
0

時
3
0分
受
付
開
始
・
1
時
3
0分
開
会

場
所
=
東
京
武
道
館
(
綾
瀬
駅
下
車

徒
歩
5
分
)
対
象
=
昭
和
5
7
年
4

月
2
日
～
5
8
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の

方
。
案
内
状
は
1
2月
上
旬
に
送
付
し

ま
す

※
会
場
お
よ
び
付
近
に
は
駐

車
場
が
あ
り
ま
せ
ん
。
車
で
の
来
場

は
お
断
り
し
ま
す

問
先
=
生
涯
学

習
課
調
整
係

記
念
コ
ン
サ
ー
ト
の
指
揮
者
を
募

集
し
ま
す

対
象
=
新
成
人

募
集
人
数
=
2
人

※
2
回
程
度
事
前
打
ち
合
わ
せ
あ
り

期
限
=
1
2月
1
0日

申
・
問
先
=
生

涯
学
習
課
調
整
係

キ
ラ
リ
ン
☆
ス
ペ
シ
ャ
ル

「
サ
タ
デ
ー
ピ
ッ
ク
」
参
加
者
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

障
害
の
あ
る
子
も
な
い
子
も
愉
快

な
ゲ
ー
ム
で
友
達
に
な
ろ
う
。
日

時
=
1
2
月
2
1
日
出
、
午
前
1
0
時
～
正

午

場
所
=
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー

対
象
=
小
・
中
学
生
お
よ
び
養

護
学
校
生
徒

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
=
中

学
生
以
上

内
容
=
体
育
館
で
の
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

申
込
=

氏
名
、

住
所
、
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
、
E

メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
、
学
校
、
学
年

、
性
別
、

障
害
の
有
無
、
サ
タ
デ
ー
ピ
ッ
ク
希

望

、(必
要
な
方
の
み
)
駐
車
場
希
望

を
電
話
、
フ
ァ
ク
ス

、
E

メ
ー
ル
い

ず
れ
か
に
て
連
絡

定
員
=
6
0

人

(先
着
順
)

期
限
=
1
9一
月
‥
H日

主
催
=

心
身
に
障
害
の
あ
る
児
童
・

生
徒
の
地
域
活
動
促
進
事
業
運
営
委

員
会

問
先
=

学
習
推
進
係

(
3
8
8
0
)
5
9
8
7

(
3
8
8
0
)
5
6
0
6

s
-
g
a
k
u
s
h
u
u
@
c
i
t
y
.
a
d
a
c
h
i
.

t
o
k
y
o
.
j
p

青
少
年
の
た
め
の

化
学
実
験
講
座

日
時
=
1
2
月
9
1
一
日
出
、
午
後
2
時
～

4
時
対
象
=
小
学
校
4
年
生
～
中

学
生
ま
で
と
そ
の
保
護
者

※
子
ど

も
だ
け
の
参
加
可

内
容
=
消
せ
る

ク
レ
ヨ
ン
づ
く
り

講
師
=
長
山
和

弘
氏
(
工
学
博
士
)

定
員
=
3
0
人

(抽
選
)

費
用
=

保
険
料
と
し
て
5
0

円

申
込
=
往
復
(

ガ
キ
に
住

所
、
氏
名
、
学
年
、
電
話
番
号
、
保

護
者
参
加
の
有
無
、
化
学
実
験
講
座

希
望
を
明
記

期
限
=
1
2月
1
0日
必

着

場
・
申
・
問
先
=
青
少
年
セ
ン

タ
ー

〒
1
2
3・0
8
4
1

西
新
井
1
-
4
-
1
7

(
3
8
9
0
)
0
0
6
1

郷
土
博
物
館
の
催
し

無
料
公
開
日
の
映
画
会

日
時
=
1
2月
1
4日
出
、
午
前
H
時

内
容
=

「
創
立
者
達
ー
風
雪
に
耐
え

て
ー
」
(
3
8分
)
・
:明
治
か
ら
昭
和
初

期
に
か
け
て
の
日
本
の
酪
農
と
乳
製

品
の
あ
ゆ
み
/

「
汐
留
遺
跡
ー
江
戸

大
名
屋
敷
か
ら
文
明
開
化
ヘ
ー
」
(
3
0

分
)
…
J
R
新
橋
駅
の
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
の
発
掘
を
と
お
し
て
江
戸
遺

跡
の
重
要
性
を
語
る

体
験
教
室
「
し
め
飾
り
作
り
」

簡
単
な
輪
飾
り
作
り
を
体
験
し
ま

す
。
日
時
=
1
2月
2
2日
回
、午
後
2

時
～
4
時

対
象
=
小
学
4
年
生
以

上

定
員
=
4
0人
(
抽
選
)

申
込
=

往
復
(
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
、「
し
め
飾
り
つ
く
り
希
望
」を

明
記

期
限
=
1
2月
1
0日
必
着

ー

い
ず
れ
も
ー

場
・
申
・
問
先
=
郷
土
博
物
館

〒
1
2
0

・
0
0
0
1

大
谷
田
5
-
2
0
-
1
　
　
　

　
(
3
6
2
0
)
9
3
9
3

区
制
7
0周
年
記
念
事
業

ま
ち
づ
く
り
俳
句
・
川

柳
展
/
足
立
の
建
物
今

昔
パ
ネ
ル
展

期
間
=
1
9
一
月
9
日
～
1
5
日
、
午
前
9

時
～
午
後
5
時
※
9
日
は
午
後
1

時
か
ら

場
所
=
区
役
所
1
階
区
民

ロ
ビ
ー

内
容
=
「
あ
だ
ち
ま
ち
づ

く
り
フ
ォ
ー
フ
ム
」
で
募
集
し
た
、

ま
ち
づ
く
り
俳
句
・
川
柳
の
全
応
募

作
品
の
展
示
/
被
災
建
築
物
応
急
危

険
度
判
定
の
紹
介

問
先
=
ま
ち
づ

く
り
推
進
係(

3
8
8
0
)
5
9
3
3

健
康
あ
だ
ち
2
1

フ
ォ
ー
ラ
ム

日
時
=
1
2
月
7
日
出
、
午
前
1
0
時
～

午
後
3
時
3
0分

※
発
表
は
午
後
1

時
か
ら

場
所
=
区
役
所
庁
舎
ホ
ー

ル
、
I
階
区
民
ロ
ビ
ー
(
お
土
産
あ

り
ま
す
)

内
容
=

▽
発
表
・
:
お
口

ピ
カ
ピ
カ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
/

生
活
習
慣
病
予
防
教
室
/
(
ワ
イ
ア

ン
フ
ラ
ダ
ン
ス
/
育
児
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
ノ
頭
の
体
操
グ
ル
ー
プ
/
童
謡
を

歌
お
う
/

健
康
資
源
部
会

▽
作

品
・
自
主
製
品
展

▽
体
験
コ
ー
ナ

ー
・
:ア
ル
コ
ー
ル
パ
ッ
チ
テ
ス
ト
/

歯
周
病
チ
ェ
ッ
ク
/
体
脂
肪
測
定
/

乳
ガ
ン
自
己
検
診
/
体
力
測
定

問

先
=
足
立
保
健
所
調
整
担
当

あ
だ
ち
地
場
工
業

製
品
フ
ェ
ア

日
時
=
1
2
月
9
日
㈲
、
午
前
‥
H
時
3
0

分
～
午
後
6
時
/
1
0
日
吻
、
午
前
1
0

時
～
午
後
6
時
場
所
=
区
役
所
庁

舎
ホ
ー
ル

内
容
=
区
内
の
工
業
製

品
を
廉
価
で
頒
布
し
ま
す
。
ま
た
区

内
在
住
の
惠
只
都
認
定
伝
統
工
芸
士

の
写
真
展
示
と
実
演
も
行
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
手
に
取
っ
て
足
立

区
の
工
業
製
品
を
ご
覧
く
だ
さ
い

主
催
=
あ
だ
ち
地
場
工
業
製
品
フ
ェ

ア
実
行
委
員
会
・
足
立
区
・
足
立
区

工
業
会
連
合
会

申
・
問
先
=
工
業

係 12月の国民年金の相談
国民年金の手続きや、保険料の納付について

ご相談に応じます。

( 福)足立区社会福祉
協議会常勤職員募集
対象= ①大学卒業程度の能力
を有し、昭和48年4 月2 日か
ら56年4 月1 日までに生まれ
た方②介護支援専門員の有資
格者で、昭和28年4 月2 日以
降に生まれた方 勤務場所=
事務局および各施設 内容=
社協業務 給与= 初任給およ
び各種手当は区職員に準ずる
勤務条件等= 週40時間/ 有
休・社会保険あり 採用人数=

④④とも若干名 採用時期=4
月1 日(予定) 選考= 筆

記および面接 申込= 履歴書
等を窓口に持参 期限=12 月25
日 申・問先=( 福)足立区

社会福祉協議会総務課( 区役
所北館4 階) 　3880- 5740

第4 回区議会定例会
区議会第4 回定例会が開会されます(表2) 。本会議お
よび委員会は公開しています。傍聴は、定員を超えた場合
は抽選( 開会予定の1 時間前から整理券を発行し、30分前
に抽選)です。 問先= 区議会事務局 　3880- 5995
表2　 第4 回定例会日程

※ 日程は予告なく変更する場合があります。お問い合わせください

ひ

ろ
ば

=
催
し
物
=

★
藤
書
道
展
1
2
月
1
9
日
～
2
5
日
/

エ
ル

ー
ソ
フ
ィ
ア
/
荒
井

(
3
8
8
9
)
8
0
3
5

★
ロ
ー
ト
ス

ーブ
ル
ー
メ
チ
ャ
リ
テ

ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
H

月
3
0日
出
、

午
後
2
時
/
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
・
西

新
井
文
化
ホ
ー
ル
/
7
0
0円/
当
日
直

接
会
場
へ
/
藤
井

(
3
8
7
9
)
1
8
3
7

=
会
員
募
集
=

★
豊
話
ク
ラ
ブ
(
話
し
方
教
室
)
毎

月
第
2
・
4
金
曜
、
午
後
7
時
～
9

時
/
竹
の
塚
地
域
学
習
セ
ン
タ
ー
ほ

か
/
入
会
金
千
円
・
月
額
千
5
0
0円/

小
島

　
(
3
8
9
7
)
7
6
3
6

掲

示

板

青
色
申
告
決
算
説
明
会

税
務
署
で
は
、
青
色
申
告
者
を
対

象
に
、「
決
算
の
仕
方
」、「
消
費
税
お

よ
び
地
方
消
費
税
」
等
に
つ
い
て
の

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
(
表
3
)
。

問
先
=
足
立
税
務
署

(
3
8
7
0
)
8
9
1
1

西
新
井
税
務
署(

3
8
4
0
)
1
1
1
1

日
の
出
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

利
用
時
間
の
変
更

1
0月
1
日
か
ら
、
利
用
時
問
が
午

前
9
時
か
ら
午
後
5
時
に
拡
大
し
ま

し
た
。
問
先
=
日
の
出
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー(

3
8
7
0
)
1
1
2
1

車
両
通
行
止
の
お
知
ら
せ

尾
久
橋
通
り
根
岸
小
前
交
差
点
～

日
暮
里
駅
前
交
差
点
は
、
1
2
月
8
日
　

、
午
前
9
時
～
正
午
ま
で
、
震
災

訓
練
の
た
め
、
車
両
通
行
止
(
上
・

下
線
と
も
)
に
な
り
ま
す
。
尾
竹
橋

通
り
・
日
暮
里
中
央
通
り
方
向
へ
う

回
を
お
願
い
し
ま
す
。
問
先
=
荒

川
区
防
災
課(

3
8
0
3
)
8
7
1
1

表3　 青色申告決算説明会日程

※ いずれも時間は午後I E殕30分～4時
※車での来場はご遠慮ください

映像広報 制 作だより

「伊興寺町」。この町名は住居表示されていませ
んが、地元ではくてらまち》と呼ばれているほど、
寺院が多い地域です。今回は、深まりゆく秋の寺
町を区民レポーターが案内します。
また、町おこしを目的に寺を地域に開放して、
寄席やお堂ライブなどを行っている方からもお話
を伺いました。
皆さんも新しい出会いを求めて、町を歩いてみ
ませんか。 《広報課》

「情報キャッチ! ! 好きです。あだち」放送予定
足立コミュニティチャンネル( ケーブルテレビ足立9CH)

*1 日3 回放送
( 午前9 時30 分、午後O 時30 分、午後9 時30分)



2002年( 平成14年) 11 月25日あ だ ち 広 報第1355号 ( 8)

都
市
計
画
に
基
づ
き
用

途
地
域
な
ど
の
見
直
し

を
進
め
て
い
ま
す
②

意
見
が
あ
り
ま
し
た
ら
郵
送
や

フ
ァ
ク
ス
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

申
・
問
先
=
都
市
計
画
課
都
市
計

画
調
整

〒
1
2
0・8
5
1
0

中
央

本
町
1
-
1
7
-
1

(
3
8
8
0
)
5
9
3
2

(
3
8
8
0
)
5
6
0
5

今
回
は
、
用
途
地
域
全
体
に
関
す

る
事
項
の
あ
ら
ま
し
と
、
土
地
区
画

整
理
事
業
を
施
行
す
べ
き
区
域
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

用
途
地
域
全
体
に

関
す
る
こ
と

ー
用
途
地
域
等
に
関
す
る
指
定

方
針
等
の
あ
ら
ま
し
ー

都
で
は
、
1
6年
度
を
目
途
に
用
途

地
域
な
ど
の
見
直
し
を
始
め
ま
し

た
。
こ
の
中
で
、
建
築
基
準
法
等
の

改
正
と
連
動
し
た
「
用
途
地
域
等
に

関
す
る
指
定
方
針
及
び
指
定
基
準
」

を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
も
と
に

見
直
し
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
見
直

す
際
は
、
原
則
と
し
て
地
区
計
画
な

ど
を
策
定
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

区
で
は
、
都
の
「
指
定
方
針
及
び

指
定
基
準
」
を
踏
ま
え
、
さ
ら
に
区

の
地
域
特
性
を
盛
り
込
ん
だ
指
定

方
針
お
よ
び
指
定
基
準
を
策
定
す

る
た
め
、
足
立
区
都
市
計
画
審
議
会

で
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
れ
に
基
づ
き
用
途
地
域
等
見

直
し
素
案
を
作
成
し
て
い
き
ま
す
。

ー
用
途
地
域
等
見
直
し
基
本
方

針
の
視
点
ー

①
既
成
市
街
地

快
適
な
住
環
境
を
め
ざ
す
と
と

も
に
、
安
全
性
の
向
上
に
留
意
し
ま

す
。

②
開
発
が
進
行
中
の
市
街
地

土
地
区
画
整
理
事
業
を
施
行
す

べ
き
区
域
で
は
、
地
区
計
画
な
ど
を

積
極
的
に
導
入
し
、
快
適
な
生
活
環

境
の
創
造
を
め
ざ
し
ま
す
。

③
新
線
沿
線

沿
線
市
街
地
は
、
地
区
計
画
な
ど

を
積
極
的
に
進
め
、
高
度
利
用
を
検

討
し
ま
す
。

④
生
活
拠
点

北
千
住
駅
を
中
心
に
都
市
基
盤
の

整
備
・
副
都
心
機
能
の
育
成
・
居
住

機
能
の
整
備
を
促
進
し
ま
す
。

⑤
防
火
帯
の
形
成

「
防
災
輪
中
計
画
」
を
実
現
す
る
た

め
、
延
焼
遮
断
帯
形
成
を
促
進
し
ま

す
。 用

途
地
域
と
は

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
性
な

ど
を
考
慮
し
、
土
地
や
建
物
の
利

用
に
つ
い
て
、
お
互
い
に
守
る
べ

き
ル
ー
ル
を
都
市
計
画
で
定
め

た
も
の
で
す
。

土
地
区
画
整
理
事
業

を
施
行
す
べ
き
区
域

土
地
区
画
整
理
事
業
を
施
行
す

べ
き
区
域
な
ど
(
図
1
‥約
5
0
0
h
)

で
は
、
昭
和
4
4年
の
都
市
計
画
決
定

以
来
い
ま
だ
事
業
に
着
手
で
き
て

い
ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
、
一
部
の
地
域
で
は
、

無
秩
序
な
市
街
地
が
形
成
さ
れ
た

り
、
人
口
の
減
少
や
少
壬
咼
齢
化
か

見
ら
れ
る
な
ど
の
課
題
を
抱
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
厳
し
い
土
地
利
用

規
制
が
残
る
地
域
で
も
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
両
新
線
の
新
駅
周
辺
で

は
、新
線
開
業
に
合
わ
せ
た
土
地
利

用
の
検
討
が
必
要
で
す
。

こ
の
課
題
を
土
地
利
用
の
側
面

か
ら
解
決
す
る
た
め
、
約
5
0
0
h
す
べ

て
の
地
区
で
地
区
計
画
を
策
定
し
、

用
途
地
域
な
ど
の
見
直
し
に
つ
な

げ
、良
好
な
住
環
境
の
確
保
と
土
地

の
有
効
利
用
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま

た
、
道
路
・
公
園
な
ど
の
基
盤
が
整

備
さ
れ
た
秩
序
あ
る

住
宅
市
街
地
の
形
成

を
進
め
ま
す
。

地
区
計
画
と
は

「
地
区
計
画
」制
度
と
は
、皆
さ

ん
と
区
(
行
政
)
が
協
力
し
て
、

そ
の
地
区
の
特
性
を
い
か
し
た
き

め
細
か
い
ま
ち
づ
く
り
の
ル
ー
ル

を
定
め
る
も
の
で
す
。

◆
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
◆

地
区
計
画
に
つ
い
て
説
明
し
、
意

見
を
い
た
だ
く
た
め
、
土
地
区
画
整

理
事
業
を
施
行
す
べ
き
区
域
な
ど

(図
1
)
に
住
ん
で
い
る
方
を
対
象

に
説
明
会
を
行
い
ま
す
。
日
時
等
=

表
1

「
用
途
地
域
等
に
関
す
る
指
定

方
針
及
び
指
定
基
準
」
な
ど
は
　

都
・
都
市
計
画
局
の
ホ
ー
ム
ペ
　

ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
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図1　 土地区画整理事業を施行すべき区域など

表1　 説明会の日程

※ いずれも時間は、午後7 時
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熱気ムンムン
年 に1 度 の カ ー ニ バ ル

様
々
な
障
害
を
持
つ
方
が
通
所

す
る
西
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ

ー
で
、
1
0月
2
7日
「
と
ん
が
り
ぼ

う
し
カ
ー
ニ
バ
ル
」
が
開
か
れ
ま

し
た
。
リ
ハ
ビ
リ
で
制
作
し
た
籐

か
ご
な
ど
の
手
芸
品
の
販
売
や
、

作
品
の
展
示
の
ほ
か
、
近
所
の
大

工
さ
ん
た
ち
に
よ
る
木
工
教
室
も

開
か
れ
、子
ど
も
た
ち
に
大
人
気

で
し
た
。
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
の
ダ

ン
ス
パ
ー
テ
ィ
で
は
、
車
い
す
の

方
を
は
じ
め
、
た
く
さ
ん
の
方
が

軽
や
か
に
踊
り
、
カ
ー
ニ
バ
ル

の
熱
気
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。 ▲ 車いすも軽やかに

秋の収穫ツア ー
1
0月
3
0日
、
観
光
協
会
が
主
催
す

る
「
秋
の
収
穫
ツ
ア
ー
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

抽
選
で
選
ば
れ
た
4
5人
が
北
足
立

市
場
を
見
学
し
た
り
、
野
菜
の
収
穫

を
体
験
し
た
り
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
自
分
で
収
穫
し
た
か
ぶ

や
小
松
菜
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
な
ど
を

袋
い
っ
ぱ
い
に
詰
め
て
「
こ
ん
な
に

重
い
袋
を
ど
う
や
っ
て
持
っ
て
い
こ

う
か
し
ら
」
と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま

し
た
。

▲ 新鮮な野菜をどんどん収穫する
参加者たち
この記事と写真は、体験学習で広
報課にきた第十六中学校1 年生、
小浦泰典君のものです。

地域に
広げ

よう言葉の
和 千寿青葉中学校開校に
向けプレ イボ ール!

1
1月
3
日
、
荒
川
河
川
敷
に
お
い

て
、
三
中
・
十
五
中
地
区
父
親
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
大
会
が
行
わ
れ
、
2
0
0
人
の

方
が
参
加
し
ま
し
た
。
両
校
は
1
5年
4

月
に
統
合
さ
れ
、
千
寿
青
葉
中
学

校
と
し
て
開
校
し
ま
す
。
統
合
に
先

立
ち
、
こ
の
大
会
を
と
お
し
て
新
校

を
支
え
る
地
域
の
方
々
の
交
流
・
親

睦
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。▲ お父さんたちが共に汗を流し大活躍!

手打ちそばに挑戦!H
月
6
日
、新
田
地
域
学
習
セ
ン
タ
ー
で
「
秋

の
料
理
教
室

手
打
ち
そ
ば
教
室
」
が
開
か
れ

ま
し
た
。

区
内
の
そ
ば
店
主
人
を
講
師
に
迎
え
、
1
9人

が
そ
ば
打
ち
に
挑
戦
。
材
料
や
道
具
の
説
明
か

ら
始
ま
り
、
ま
ず
は
講
師
が
お
手
本
を
。
そ
れ

に
習
っ
て
皆
さ
ん
も
作
り
ま
す
。

講
師
の
手
際
の
良
い
指
導
も
あ
り
、
初
め
て

に
し
て
は
な
か
な
か
の
出
来
栄
え
。

自
分
た
ち
の
打
っ
た
そ
ば
を
、
和
気
あ
い
あ

い
と
し
た
雰
囲
気
の
中
で
、
お
い
し
く
食
べ
ま

し
た
。

▲ うまく練るための秘けつを伝授

古紙配合率75% 再生紙を使用しています R. K　285, 400


